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刑 罰 の 機 能

















































































































































































































24)財産に対する侵害は領得 (りょうとく)と敦棄 ･隠匿に分かれる｡ 領得は他人の財産を不法に
自分のものとすることである｡敦棄 ･隠匿は他人の財産をこわしたり､かくしたりすることであ
る｡領得する罪即ち領得罪には次の種類がある｡窃盗､強盗､詐欺､恐喝､横領､背任 (せっと
う､ごうとう､きざ､きょうかつ､おうりょう､はいにん)
25)14歳未満の者は ｢殺した｣｢窃取した｣という犯罪が成立するためには刑事責任能力が欠けてい
て成立しないので､刑罰が科せられない｡20歳未満の少年には少年法が適用される｡
26)無銭飲食は詐欺とされる｡
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